
 

距離標、観測データを入力し、断面を作成して属性を設定します。 

その後、成果・図面を作成する流れで解説します。 
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現場管理を起動します。 
ONEの起動方法には２種類あり、「現場管理」は現場データの管理画面を起動し、「プログラム」は現場データのメインメニュー
を起動します。 

現場管理を起動して、現場データを作成します。 

1 現場データの作成 

1-1 現場管理の起動 

［現場管理］をダブルクリックします。 

現場管理が起動します。 
1 



2 

 

2 

サブ工区について 
［サブ工区として作成する］をオンにすると、階層をさらに細かく設定できます。 
 
 
 
 
 

補足 

1-2 工区の作成 

工区とは現場管理上に現場データを保存しておくフォルダーのようなイメージです。 
現場データを年度や地区ごとに整理しておくことができます。 
工区作成やデータの整理はデータ作成後でも可能です。 

3 

［ホーム］タブ－［工区］グループ－ 
［工区作成］をクリックします。 

 

 

 

 

［作成する工区名］に「A地区」と入力 
します。 

 
［OK］をクリックします。 

画面左の工区一覧に追加されます。 

 

工区が追加されます。 

ここで親工区を選択します。 

1 



3 

 

2 

［現場名］は入力
必須項目です。 

［ホーム］タブ－［現場作成］をクリック 
します。 

 

 

 

 

［現場名］に「河川定期縦横断練習データ」と 
入力します。 

 

［OK］をクリックします。 

現場が開きます。 

 

 

作成した工区内に、現場を作成します。 

3 

1-3 現場データの作成 

1 
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2-1 距離標の座標の取り込み 

［ファイル］タブをクリックします。 

 

［外部ファイル読込み］－ 
［座標地番 SIMA］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ファイルの場所を指定します。 

 

 「距離標座標.sim」を選択します。 

 

［開く］をクリックします。 

 

 

2 距離標の入力 

距離標の座標を取り込みます。 
 

距離標を入力します。 
 

1 

2 

3 

サンプルデータは、 
[ヘルプ］メニュー－［マニュアル］から
ダウンロード可能です。 

4 

5 



5 

 座標、地番に関する設定を行います。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

距離標の座標が取り込まれます。 

 

6 

7 

8 
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3-1 観測データの取り込み 

［作業の選択］タブ－ 
［アプリケーション］グループ－ 
［電子野帳］－［電子野帳取込］を 
クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［新規作成］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ファイル］をクリックします。 

 

 

3 観測データの入力 

電子野帳取込を起動して観測データを取り込みます。 
取り込み方法は、「器械とパソコンをケーブルで接続」や「メモリーカードなどからデータファイルを取り込む」などがあり、 
観測データは手入力することも可能です。 
ここでは、標準フォーマットであるAPA形式のデータを読み込みます。 
 

観測データを入力します。 
 

1 

2 

3 
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［機種］は「標準フォーマット(APA)ファイル」を
選択します。 

  （［ケーブル］を選択した場合は、 
ポートや条件の設定も必要になります。） 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 ファイルの場所を指定します。 

 

 「観測データ」をオンにします。 

 

［開く］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 観測データが取り込まれます。 

 

過去に使用した 
接続条件は履歴から
選択できます。 4 

 

5 

6 
 

7 

サンプルデータは、 
[ヘルプ］メニュー－［マニュアル］から
ダウンロード可能です。 

8 

9 



8 

4-1 河川定期縦横断測量の作業データ作成 

 メインメニューの［作業の選択］タブ－ 
［アプリケーション］グループ－ 
［路線縦横断］－ 
［河川定期縦横断測量］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［新規作成］をクリックします。 

 作業データが開きます。 

 

4 断面作成 

河川定期縦横断測量の作業データを新規作成します。 
 

断面を設定します。 
 

1 

2 
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4-2 距離標から断面作成 

 作成範囲、距離標間隔を入力します。 

 ここでは、以下のように入力します。 

 ［作成範囲］：27000m～28000m 

 ［距離標間隔］：200m 

 

［断面作成］をクリックします。 

 

 

距離標から断面を作成します。 
 

1 
2 
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指定した範囲に指定した間隔で
距離標が入力されます。 

［OK］をクリックします。  

 断面が作成されます。 

 

3 
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5-1 断面の選択 

［横断野帳］ステージを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 断面を選択します。 

 ここでは、「27.0K」を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

5 横断野帳 

断面を選択します。 
 

断面を選択して、電子野帳データを取り込みます。 
 

1 

2 

3 
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5-2 初期条件の設定（左岸） 

横断野帳データを入力するための初期条件を設定します。 
 

［分割観測］は［第 1観測］を選択します。 

 ※［第 1観測］には左岸が表示されます。 

 

［横断野帳］タブ－［横断野帳］グループ－
［初期条件］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［入力方法］は［左右別々］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

1 

2 

3 

4 
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［入力切替］は［左］を選択します。 

 

［データ読込み］グループ－［電子野帳］－
［電子野帳追加］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読み込む電子野帳データを選択します。 

 ここでは、「電子野帳取込 1」を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

1 

2 

3 

5-3 電子野帳の取り込み（左岸） 

電子野帳のデータを取り込みます。 
 

4 

■左側を入力する 
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［器械点選択］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「27.0L」（方向数 6）を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

5 

6 

7 



15 

10 

 

［器械点選択］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「27L-TP1」を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

8 

9 
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［据える：前点］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 左岸左側にデータが入力されます。 
 

■右側を入力する 

11 

 

12 

 

1 

2 

［入力切替］は［右］を選択します。 

 

［データ読込み］グループ－［電子野帳］－
［電子野帳追加］をクリックします。 

 

 



17 

［器械点選択］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「27.0L」（方向数 21）を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

3 

4 

5 
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6 

［OK］をクリックします。 

 左岸右側にデータが入力されます。 

 



19 

［分割観測］は［第 2観測］を選択します。 

 ※［第 2観測］には右岸が表示されます。 

 

［横断野帳］タブ－［横断野帳］グループ－
［初期条件］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［入力方法］は［左右別々］を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

5-4 初期条件の設定（右岸） 

横断野帳データを入力するための初期条件を設定します。 
 

1 

2 

3 

4 
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［入力切替］は［左］を選択します。 

 

［データ読込み］グループ－［電子野帳］－
［電子野帳追加］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［器械点選択］をクリックします。 

 

 

 

1 

2 

5-5 電子野帳の取り込み（右岸） 

電子野帳のデータを取り込みます。 
 

■左側を入力する 

3 
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 「27.0R」（方向数 19）を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

 右岸左側にデータが入力されます。 
 

 

4 

5 

6 
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■右側を入力する 

1 

2 

［入力切替］は［右］を選択します。 

 

［データ読込み］グループ－［電子野帳］－
［電子野帳追加］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［器械点選択］をクリックします。 

 

 

3 
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 「27.0R」（方向数 6）を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 
 右岸右側にデータが入力されます。 

 

 

 

4 

5 

6 
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同様に、他の断面も入力してください。 
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6-1 成果作成 

［横断野帳］ステージの 
［横断野帳］タブ－ 
［横断野帳］グループ－ 
［成果一括作成］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［更新］をクリックして列を選択します。 

 

 右クリックして［一括訂正］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［値］をクリックして［する］にします。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

6 横断現況 

成果を作成します。 
ここでは、全断面に電子野帳データを取り込んだサンプルデータを使用して解説します。 
サンプルデータ「河川定期縦横断データ.onz」を開き、河川定期縦横断測量の作業データ「河川定期縦横断測量」を開いて
操作を始めてください。 
※サンプルデータは［ヘルプ］メニュー－［マニュアル］からダウンロード可能です。 
 

成果を作成して、横断現況データを確認します。 
 

1 

2 

3 

右クリック 

4 

5 

クリックすると、［する］［しない］が
切り替わります。 
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［OK］をクリックします。 

 ［横断現況］ステージに移動します。 

 

 

6 

横断成果データ（横断現況）が自動入力されます。 
横断属性の有無は断面一覧で確認できます。 
左右共に設定済みなら［○］、左右どちらかが設定済みなら［△］、 
未設定なら［×］が表示されます。 
水位は設定されていれば［○］が表示されます。 
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属性について 
属性は、観測データの備考で入力することもできます。 
備考に以下の「キーワード1」「キーワード2」「キーワード3」を入力すると、横断属性が自動で入力されます。 
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7-1 縦断現況の確認 

［縦断現況］ステージを選択します。 

 

［成果選択］で、横断現況で設定した属性を
選択して確認します。 

 

 

7 縦断現況 

縦断現況を確認します。 
 

縦断現況を確認します。 
 

1 

2 
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7-2 縦断測量成果データの属性の設定 

測量成果数値データの属性を設定します。 
 

［縦断現況］タブ－［縦断現況］グループ－
［縦断測量成果属性］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 縦断測量成果：基礎データに出力する 
縦断データを設定します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

1 

2 

3 
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7-3 測量成果数値データのCSV出力 

測点成果数値データをCSV出力します。 
 

［縦断現況］グループー 
［測量成果数値 CSV出力］をクリックします。 

 

 

 

 

［出力先のフォルダー］など、各項目を 
設定します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

測量成果数値データが CSV ファイルで 
出力されます。 

 

1 

4 

2 

［出力先フォルダー］ 
縦断測量成果数値データの出力先フォルダーを設定します。 
出力先フォルダー直下に「DATA」サブフォルダーが作成されます。 
（河川測量 測量成果サブフォルダー） 

［測線記号］ 
測線が1本の場合はA、複数の場合はB,C…を設定します。 

［横断現況の属性を節点名に変換して出力する］ 
横断現況の属性を節点名に変換して出力する場合はオンにします。 

3 
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7-4 縦断測量成果整理表の出力 

縦断測量成果整理表を出力します。 
 

［縦断現況］グループー 
［測量成果整理表］－ 
［縦断測量成果整理表］をクリックします。 
Excel が起動して、縦断測量成果整理表が
作成されます。 

 

 

1 
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7-5 横断測量成果整理表の出力 

横断測量成果整理表を出力します。 
 

［縦断現況］グループー 
［測量成果整理表］－ 
［横断測量成果整理表］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 様式を選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

Excel が起動して、横断測量成果整理表が
作成されます。 

 

 

 

1 

2 

3 
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8-1 河川定期縦断図の作成 

［縦断現況］タブ－［図面］グループ－ 
［縦断図］をクリックします。 

 

 確認メッセージが表示された場合は、 
［はい］をクリックします。 
※作業データが保存されていない場合に 
表示されます。 

 

 用紙タイプや縮尺を設定します。 

 ここでは、以下のように設定します。 

［用紙タイプ］：A1（横） 

［縮尺］：縦 1/100 横 1/2000 

 

［作成］をクリックします。 

縦断図が作成されます。 

 

 

8 河川定期縦断図作成 

河川定期縦断図を作成します。 
 

河川定期縦断図を作成します。 
 

1 

2 

3 

4 

ボタンをクリックして縮尺を
設定してください。 
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8-2 作図設定 

河川定期縦断図の作図条件を設定します。 
 

［図面配置］タブをクリックします。 

 

［配置図 2］グループ－ 
［河川定期縦断図］－ 
［河川定期縦断図スタイル］をクリックします。 

 

 

 タブごとに内容を確認・変更します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

1 

2 

各タブの設定項目の詳細は、 
ダイアログ右上のヘルプボタンから確認できます。 
以下は目盛り線に関する図解の例です。 

3 

4 
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 変更される項目（レイヤ）を確認します。 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

河川定期縦断図に作図条件が反映されます。 

 

 

5 

6 

変更がある項目は自動で
チェックが入ります。 
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［配置図 2］グループ－ 
［河川定期縦断図］－ 
［河川定期縦断図数値条件］を 
クリックします。 

 

 

 

 

 

 内容を確認・変更します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変更される項目（レイヤ）を確認します。 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

河川定期縦断図に数値丸めが反映されます。 

 

 

8-3 縦断図の丸め設定 

河川定期縦断図の数値丸めを設定します。 
 

1 

4 

5 

変更がある項目は自動で
チェックが入ります。 

2 

3 
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9-1 河川定期横断図の作成 

［図面配置］タブ－［配置図 2］グループ－
［河川定期横断図］－ 
［河川定期横断図配置］をクリックします。 

 

 

 

 

 

［データ読込み］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 読み込む作業データを選択します。 

 ここでは、「河川定期縦横断測量」を 
選択します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

9 河川定期横断図作成 

河川定期横断図を作成します。 
新規ページを開いて操作を始めてください。 
 

河川定期横断図を作成します。 
 

1 

2 

3 

4 
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 用紙サイズや縮尺、用紙 1枚に配置する 
断面数やその配置位置など、各項目を 
設定します。 
ここでは、縮尺を以下のように設定します。 

［縦］：1/750 

［横］：1/750 

 

 

 

 

 

［断面位置計算］をクリックします。 

プレビューに反映されます。 

 

［河川定期横断図配置設定］タブを 
クリックします。 

 

 各断面の DL線位置（高さ）を設定します。 

 

［データ作成］をクリックします。 

横断図が作成されます。 

 

 

5 

用紙1枚あたりの縦配列・横配列に
対して、横断図を配置しない位置を
設定できます。 

6 

9 

8 

7 

［ページ一覧］でプレビューに 
表示するページを選択できます。 

［DL値］列を選択して 
右クリック［一括訂正］で 
全断面を一括訂正できます。 
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9-2 作図設定 

河川定期横断図の作図条件を設定します。 
 

［配置図 2］グループ－ 
［河川定期横断図］－ 
［河川定期横断図スタイル］をクリックします。 

 

 

 

 
 タブごとに内容を確認・変更します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変更される項目（レイヤ）を確認します。 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

河川定期横断図に作図条件が反映されます。 

 

1 

2 

3 

4 

5 

変更がある項目は自動で
チェックが入ります。 
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［配置図 2］グループ－ 
［河川定期横断図］－ 
［河川定期横断図数値条件］を 
クリックします。 

 

 

 

 

 

 内容を確認・変更します。 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変更される項目（レイヤ）を確認します。 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

河川定期横断図に数値丸めが反映されます。 

 

 

9-3 横断図の丸め設定 

河川定期横断図の数値丸めを設定します。 
 

2 

3 

1 

4 

5 

変更がある項目は自動で
チェックが入ります。 
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9-4 CADの終了 

CADを終了します。 
 

［共通］タブをクリックします。 

 

［作業データ］グループ－［閉じる］を 
クリックします。 

 

 

［保持］をクリックします。 

 CAD画面が閉じ、メインメニューに戻ります。 

 

 

1 

2 

3 
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